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ong in Yunnan, C
hina
”
塚
田
誠
之 
Tsukada Shigeyuki
一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
235
授
、
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
。
歴
史
民
族
学
。『
壮
族
社
会
史
研
究
│
明
清
時
代
を
中
心
と
し
て
』『
壮
族
文
化
史
研
究
│
明
代
以
降
を
中
心
と
し
て
』『
民
族
文
化
資
源
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│
中
国
南
部
地
域
の
分
析
か
ら
』（
編
著
）
高
橋
五
郎 
Takahashi G
oro
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教
授
。
中
国
農
業
・
食
糧
問
題
。『
中
国
経
済
の
構
造
転
換
と
農
業
』『
日
中
食
品
汚
染
』『
チ
ャ
イ
ナ
・
ト
リ
ッ
ク
ス
』
加
納
希
美 
K
ano N
ozom
i
金
沢
大
学
人
文
学
類
専
任
講
師
。
中
国
語
学
。「
動
量
詞
句
と
り
た
て
構
文
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
」「
計
量
臨
時
量
詞
の
構
文
機
能
│
空
間
様
態
描
写
機
能
を
中
心
に
」「
拡
張
二
重
目
的
語
構
文
の
成
立
条
件
│
臨
時
量
詞
に
よ
る
結
果
描
写
と
の
関
連
を
中
心
に
」
松
岡
正
子 
M
atsuoka M
asako
一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教
授
。
中
国
文
化
人
類
学
。『
青
蔵
高
原
東
部
の
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
│2008
汶
川
地
震
後
の
再
建
と
開
発
』『
中
国
青
藏
高
原
東
部
の
少
数
民
族 
チ
ャ
ン
族
と
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
』『
四
川
の
チ
ャ
ン
族
│
汶
川
大
地
震
を
の
り
こ
え
て〔1950 ‒2009
〕』（
共
著
）
訳
者
紹
介
飯
田
直
美 Iida N
aom
i
一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
補
助
研
究
員
。
中
国
文
学
。「
五
四
の
「
反
伝
統
」
問
題
再
論
」（
翻
訳
）
高
橋
め
ぐ
み Takahashi M
egum
i
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
。
中
国
語
学
。
柏
木
豊
美 K
ashiwagi Toyom
i
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
。
中
国
文
化
人
類
学
、
中
国
雲
南
省
少
数
民
族
の
文
化
。「
ラ
フ
族
に
関
す
る
先
行
研
究
と
そ
の
課
題
」「
ラ
フ
族
の
創
世
神
話
に
関
す
る
一
考
察
」
本
多
正
廣 H
onda M
asahiro
一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
。
中
国
民
俗
学
、
民
国
期
の
斉
魯
山
、『
三
百
六
十
行
』
研
究
。
嶋
田 
聡 Shim
ada Satoshi
一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
長
野
大
学
、
長
野
ビ
ジ
ネ
ス
外
語
カ
レ
ッ
ジ
非
常
勤
講
師
。
中
国
近
代
文
学
、
台
湾
近
代
文
学
。「「
自
治
」と
「
友
愛
」│
│
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
蔡
培
火
の
政
治
思
想
」「
日
治
時
期
蘇
維
熊
文
芸
思
想
的
歴
史
考
察
│
│
以
〈
自
然
文
学
〉
為
中
心
」「
文
学
論
の
表
現
モ
デ
ル
と
し
て
の
厨
川
白
村
│
黄
得
時
「『
科
学
上
的
真
』
与
『
芸
術
上
的
真
』」と
雑
誌
『
先
発
部
隊
』
に
関
す
る
一
考
察
」
学
会
通
信
◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
十
月
）
薛 
鳴
　
講
演
「
人
間
関
係
が
如
何
に
言
語
行
動
影
響
す
る
か
│
中
国
語
社
会
と
日
本
の
比
較
か
ら
」（
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
二
〇
一
八
年
秋
季
大
会
、
於
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七
日
）
松
岡
正
子
　
学
会
報
告
な
ど
「
宗
族
社
会
中
的
女
性
機
能
研
究
│
以
金
門
県
珠
山
聚
落
的
女
性
為
例
」（「
亜
太
区
域
発
展
中
的
廈
金
角
色
」
学
術
研
討
会
、
於
中
国
・
廈
門
大
学
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
九
日
）、
「
爾
蘇
蔵
族
的
Ｊ
Ｏ
與
羌
族
的
白
石
│
遷
徙
伝
説
的
記
憶
與
再
生
」（
漢
蔵
羌
文
化
交
流
史
研
討
会
│
第
三
届
多
視
角
蔵
羌
彝
走
廊
研
討
会
、
於
中
国
・
中
央
民
族
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
）、「
災
害
重
建
與
文
化
力
量
│
以
二
〇
〇
八
年
中
国
汶
川
地
震
與
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
為
例
」（「
南
方
沙
龍
」
講
座
、
於
マ
レ
ー
シ
ア
・
南
方
大
学
学
院
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
）
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編
集
後
記
│
│
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
抗
戦
期
、
中
国
沿
岸
部
の
大
学
は
次
々
に
西
南
地
区
に
疎
開
し
、
四
川
や
雲
南
に
は
多
く
の
人
類
学
者
や
隣
接
諸
科
学
の
研
究
者
が
集
結
し
た
。
そ
の
結
果
、
成
都
で
は
華
西
協
合
大
学
を
中
心
と
し
た
華
西
学
派
が
、
昆
明
で
は
雲
南
大
学
と
西
南
連
合
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
現
地
の
少
数
民
族
調
査
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
少
数
民
族
研
究
の
黄
金
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
民
族
集
団
が
、
緩
や
か
な
変
化
を
と
げ
な
が
ら
も
な
お
原
初
の
姿
を
残
し
て
い
た
こ
と
、
一
方
研
究
者
側
に
お
い
て
は
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
、
救
国
の
名
の
下
に
個
人
あ
る
い
は
集
団
で
、
受
容
し
た
ば
か
り
の
西
欧
の
理
論
と
方
法
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
、
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
◇
日
本
で
は
、
当
時
の
民
族
研
究
に
つ
い
て
は
雲
南
の
み
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
四
川
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
両
者
は
、
近
年
復
刻
さ
れ
た
英
文
の
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
（
整
理
影
印
全
本
）』
全
十
巻
（
四
川
大
学
博
物
館
整
理
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
と
『
西
南
聯
大
時
期
民
族
調
査
文
書
巻
（
南
開
大
学
博
物
館
蔵
品
図
録
）』（
南
開
大
学
博
物
館
編
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
比
べ
れ
ば
、
そ
の
学
術
的
内
容
や
当
時
の
世
界
に
対
す
る
影
響
力
な
ど
、
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
◇
李
紹
明
先
生
は
西
南
民
族
研
究
を
行
う
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
「
師
」
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
李
錦
や
耿
静
と
と
も
に
ご
指
導
を
う
け
て
共
同
調
査
を
し
、
奇
し
く
も
、
同
時
期
に
李
先
生
が
最
後
に
提
唱
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
た
。
華
西
学
派
の
「
遺
産
」
を
正
し
く
評
価
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
「
弟
子
」
の
使
命
で
あ
る
と
思
う
。
◇
最
後
に
、
責
任
編
集
者
と
し
て
発
行
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
執
筆
者
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
（
松
岡
正
子
）
